
警防救急課警防係　☎ (63)1146
緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練

栃木県実行委員会事務局（県庁消防防災課内）
　☎028(623)2132

令和８年度 緊急消防援助隊
関東ブロック合同訓練実施

　栃木県内において大規模な災害が発生したことを想定した、消防機関による訓練が実施されます。この訓練は、
栃木県内各会場(鹿沼市、宇都宮市、大田原市など)に１都１０県の消防隊員約1,000人、消防車両約300台が集結
し、警察や自衛隊など関係機関と連携した大規模な訓練となります。
　鹿沼市消防本部管内では、南摩ダムおよび粟野総合運動公園で緊急消防援助隊の訓練が実施されるため、付
近には多数の消防車両が通行することとなります。市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

訓練日時　11月10日（火）午前8時30分～11日（水）午前10時30分まで
訓練場所　南摩ダム（上南摩町）、粟野総合運動公園（口粟野）など
参加部隊　緊急消防援助隊（千葉県隊・神奈川県隊）
　　　　　約70隊　270人（予定）

栃木県
ホームページ

消防庁
ホームページ

※�訓練会場が狭いため、安全確保の観点から訓練の見学場所（一般公開）は
ありません。
※�消防ヘリや自衛隊ヘリが粟野総合運動公園およびヤオハンいちごパークに
飛来するため、公園内は利用休止となります。

鹿沼保護区保護司会事務局（福祉まるごと課内）
　☎ (63)2257

第７６回 社会を明るくする運動
— 犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ —

　「社会を明るくする運動」は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と、罪を犯
した人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場で力を合わせ、犯罪
や非行のない地域社会を築くための全国的な運動です。市内２団体の取り組
みを紹介します。

　犯罪や非行をした人たちからの
相談や助言を行い、それぞれの地
域で立ち直りや犯罪予防のための
啓発活動をしています。

保護司とは

ホゴちゃん サラちゃん

●�７月３日、市長へ内閣総
理大臣からの「運動参
加への協力を広く呼び
掛けるメッセージ」を伝
達しました。

鹿沼保護区保護司会
●�７月に、この運動の輪を広めるために関係団体の皆
さんと、各中学校生徒に対しリーフレットやロゴ入り
クリアファイルを配布し、啓発活動を行いました。

　地域の青少年育成や更生保護
を行う女性のボランティアです。
児童養護施設への支援活動や
チューリップ球根の贈呈、社会を
明るくする運動啓発パネルの配
布等の活動を行っています。

鹿沼市更生保護女性会
▲7月8日粟野中学校 ▲7月1日北犬飼中学校

▲7月8日板荷中学校 ▲7月15日西中学校▲7月8日北押原中学校
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高齢福祉課地域包括ケア推進係　☎ (63)2288

「人生会議（ＡＣＰ：Advance Care Planning）」とは、
　あなたが大切にしていることや望んでいること、どのような医療やケアを受け
たいかを自分自身で前もって考え、周囲の信頼できる人と共有することです。
　誰でもいつでも病気やケガをする可能性があります。命の危険が迫ると、７０％
の人が医療やケアを自分で決めたり、望みを伝えたりできないと言われています。

人生会議（ＡＣＰ）をはじめてみませんか？

これからの自分の人生、
大切にしていきたいこ
とを考え、記録しましょ
う。（エンディングノー
ト等を活用）

病気がある場合は主
治医から病状や治療に
ついて聞き、把握しま
しょう。

希望する治療やケアに
ついて、主治医や信頼
できる人たちと話をし
ましょう。

話し合いの内容を記録
し、必要に応じて医療・
介護関係者とも情報共
有しましょう。

　エンディングノートを活用し「終
活」についての講座を行っています。
申し込みは高齢福祉課まで。

思いや望みは変わるこ
ともあります。
繰り返し話し合うこと
が大切です。

S T E P  1 S T E P  2 S T E P  3 S T E P  4

•まだ先のことと考えていたが、今から始めても早くないと思った。
•�今回の講座で「終活」の大切さがわかった。まずは、エンディングノートを書きたい。
•人生を振り返る機会をいただいた。これからの人生を有意義に過ごしたい。

　講座参加者の声

元気なうちからエンディ
ングノートを活用しましょ
う（高齢福祉課1階④番
窓口、各コミュニティセ
ンターで無償提供）

「終活出前講座」を開催しています

住み慣れた地域で暮らし続け自分らしい人生を送るために

地域の皆さんで困りごとを解決しています～生活支援体制整備事業～
高齢福祉課地域包括ケア推進係　☎(63)2288/鹿沼市社会福祉協議会　☎(6５)5191

　市では地域の困りごとなどを解決し、互いに支え合う地域をつくる「生活支援体制整備事業」により、皆さんの
話し合いの場（協議体）や取り組みを支援しています。

　地域の皆さんと生活支援コーディネーター、関係機関などが、高齢者の日常生活
の困りごとなどを地域全体で解決するために話し合う場で、市内１７か所に設置され
ています。今回は、２つの活動を紹介します。

　板荷地区では、
地区内の一人ぐら
しや高齢者だけの
世帯を対象に、自
宅敷地内の草刈り
活動を行っていま
す。

いたが草刈り支援 「ささえあい隊」活動
　南押原地区では、
日常生活で援助が
必要な人に対する生
活支援サービス（送
迎、除草、草むしりな
ど）を行っています。

南押原地区地域支えあいボランティア活動

※利用には条件があります。詳しくは鹿沼市社会福祉協議会または地域包括ケア推進係へ。

協議体って

なんだろう？
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